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（博士論文審査の結果の要旨） 

製品システムの設計において、複数有する設計仕様を満足する設計仕様の組み合わせを選出は

困難であり、製品システムの複雑化に伴い製品設計のユニット・部品単位で分業化されている例

が多くなる。このため、初期設計の段階において製品を構成する設計仕様の組み合わせを適切に

決定し、ユニット間・部品間の取り合い、インターフェースを詳細設計に移す前に決めておく「設

計のフロントローディング」は有効となる。また、実際に製品設計を行うにあたり、形を作る前

に機能ベースで対象とする製品システム全体を漏れなく表現し、評価解析を可能とすることによ

って、製品設計の初期段階で全体適正設計を可能とする「1DCAE」という概念が提案されている。

そこで本研究は、設計仕様を複数有する機械システム設計において、1DCAE の概念によるフロント

ローディング設計プラットフォームにより、外部ソフトウェアが必要とする入出力値群を俯瞰し

て定義・管理する手法を開発し、実製品の設計に適用し得ることを目的とするものである。 

第１章では研究の緒言として 1DCAE によるフロントローディング設計と新規設計プラットフォ

ームの必要性を述べ、第 2 章で従来手法と課題を説明している。第 3 章では課題を解決する活用

技術として、（1）実際の製品システムに汎用的に適用できる設計プラットフォームの開発、（2）

設計プラットフォームにおいて様々な技術・手法に対応する「トレンド追従」として、外部ソフ

トウェアが必要とする入出力値群を俯瞰して定義・管理するマトリックススタイルの表記手法で

ある JSM (Job vs Spec Matrix)を機能拡張したエディタの開発について述べている。第 4章では

前章で開発した手法を取り組んだ Virtual Engineering 設計を発電機用水車の設計に適用し、第

５章で設計結果の検証と評価をしている。最後に第６章でまとめ、今後の展開について述べてい

る。 

 本研究によって発電用水車の設計の大幅な作業時間削減を実現でき、また、3D モデルの一部に

変更を加えて再度発電用水車全体を評価する，1DCAE の特長である個別最適化設計の結果を全体

適正設計に戻すこともできた。これより、本論文は製品設計における Virtual Engineering 環境

のプラットフォームの新しい設計手法を提案・構築し、実際に機械システムの設計に適用して効

果を確認したものであり、今後の設計工学に寄与する学術的価値を有している。以上のことから、

本論文は学位論文として十分に認められるものと判断した。 
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